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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
程　

 

11
月
19
日
（
土
）　

午
後
５
時
〜
８
時

会
場　

 

ク
レ
オ
大
阪
中
央　

地
下
鉄
谷
町
線
「
四
天
王
寺
前

夕
陽
丘
」
駅
①
番
出
口　

徒
歩
３
分

定
員　

 

20
人
（
先
着
順
・
要
申
込　

締
切
11
月
６
日
ま
で
）

講
師　

 

富
永 

千
嘉 

さ
ん
（
土
井
勝
の
料
理
教
室
等
で
活
躍
）

参
加
費　

２
千
円
（
材
料
代
・
缶
ビ
ー
ル
１
本
付
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
筆
記
用
具

献
立　

イ
ン
ド
料
理

第
４
回　

男
の
料
理
教
室

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

日
時　

11
月
３
日
（
木
、
祝
）
午
前
10
時
〜
12
時

集
合　

南
海
本
線
「
七
道
」
駅
前

案
内
人　

堺
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

定
員　

20
人　
　

会
費　

無
料
（
昼
食
懇
親
会
は
実
費
）

コ
ー
ス　

堺
出
身
の
仏
教
学
者
、
河
口
慧
海
ゆ
か
り
の
地

堺
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅲ

11
月
度
生
涯
研
修

日
時　

11
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

美
馬
孝
至
氏
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
大
阪
病
院
歯
科
口
腔

外
科
部
長
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

開
業
医
に
で
き
る
小
外
科
手
術

個
別
指
導
対
策
講
習
会

日
時　

11
月
26
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料

※
『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
２
０

１
０
年
８
月
版
』
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

指
導
対
策
と
カ
ル
テ
の
書
き
方
注
意
点

大
阪
市
南
部
地
区

日
時　

 

11
月
３
日
（
木
・
祝
）
午
後
１
時
30
分
出
発
、
午
後

5
時
頃　

阪
神
な
ん
ば
線
「
福
駅
」
解
散

集
合　

地
下
鉄
千
日
前
線
「
桜
川
駅
」
東
改
札　

案
内　

西
俣
稔
氏
（
大
阪
案
内
人
）

※
雨
天
決
行
、
約
６
㌔
歩
き
ま
す
の
で
軽
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
散
策
、
懇
親
会
で
参
加
者
同
士
親
睦
を
図
り
ま
す
。

会
費　

無
料
、
懇
親
会
は
実
費

幸
町（
浪
速
区
）か
ら
福
町（
西
淀
川
区
）ま
で
水
害
と

の
た
た
か
い
を
学
ぶ
歴
史
探
索

268

大切な宝物との出会い

絵　藤田　進 （河内長野市）

河口　理（大東市）
　

私
に
は
、
現
在
宝
物
が
二

つ
あ
る
。
一
つ
は
五
歳
に
な

る
息
子
、
そ
し
て
も
う
一
つ

が
愛
犬
で
あ
る
。

　

仕
事
で
疲
れ
た
時
、
夫
婦

ゲ
ン
カ
を
し
た
時
な
ど
い
つ

も
私
の
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
し

い
た
。
夜
に
な
り
、
い
ざ
寝

よ
う
と
す
る
と
、
淋
し
か
っ

た
の
か
、
朝
ま
で
泣
き
通

し
。
数
週
間
は
、
そ
の
状
態

が
続
い
て
い
た
。
留
守
番
を

さ
せ
る
と
、
私
が
帰
る
ま
で

に
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
ふ
り
回

し
、
じ
ゅ
う
た
ん
を
め
く
っ

た
り
で
、
い
つ
も
部
屋
の
中

は
惨
劇
で
あ
っ
た
。
小
さ
い

頃
か
ら
、
気
が
強
く
、
恐
が

り
で
、
淋
し
が
り
や
な
犬
で

書
い
て
い
る
膝
の
上
で
気
持

ち
良
さ
そ
う
に
寝
て
い
る
。

寝
顔
を
見
て
い
る
と
、
足
の

し
び
れ
も
気
に
な
ら
な
く
な

る
。

　

名
前
は
さ
く
ら
と
い
う
ヨ

ー
ク
シ
ャ
テ
リ
ア
の
女
の
子

で
あ
る
。
ち
な
み
に
名
前
の

由
来
は
、
迎
え
に
行
く
途
中

に
、
サ
ク
ラ
整
形
外
科
と
い

う
看
板
を
見
て
、
思
い
付
い

た
名
前
で
あ
る
。
こ
の
由
来

は
、
今
膝
の
上
で
ぐ
っ
す
り

寝
て
い
る
愛
犬
は
知
る
由
も

な
い
。
こ
の
イ
タ
ズ
ラ
好
き

で
、
甘
え
ん
坊
の
愛
犬
が
い

る
限
り
、
私
の
生
活
に
余
裕

を
持
た
せ
て
く
れ
、
充
実
さ

せ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

河
口
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
回
は
小
玉

圭
司
先
生
（
大
東
市
）
に
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
ま
す
。
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

安
全
・
安
心
の
生
活
と
は
相

反
し
た
結
果
を
も
た
ら
し
た

原
発
。
何
年
後
に
原
発
を
な

く
し
、
そ
し
て
、
ど
ん
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
し
て
い
く

の
か
、
今
が
考
え
る
と
き
で

あ
り
、
変
え
て
い
く
と
き
で

あ
る
。

　

ひ
と
た
び
福
井
原
発
で
事

故
が
起
き
れ
ば
、
半
径
１
０

０
㎞
圏
内
に
あ
る
私
た
ち
の

大
阪
も
甚
大
な
被
害
を
受
け

る
。
な
に
よ
り
、
琵
琶
湖
の

水
が
放
射
能
で
汚
染
さ
れ
れ

ば
、
私
た
ち
の
生
活
の
水
は

な
い
。

　

府
知
事
選
と
大
阪
市
長
選

が
近
づ
い
て
い
る
。
住
民
の

命
を
守
る
た
め
大
阪
府
・
市

の
果
す
役
割
が
重
要
で
あ

る
。
安
心
・
安
全
な
街
づ
く

り
、
大
阪
を
ど
ん
な
街
に
す

る
べ
き
か
、
考
え
選
択
す
る

の
は
、
私
た
ち
自
身
で
あ

る
。

る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
あ

ま
り
に
無
責
任
で
あ
る
。
ど

の
よ
う
な
根
拠
で
決
め
た
区

域
、
時
間
枠
な
の
か
。
周
辺

住
民
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
国

民
全
体
の
健
康
と
安
全
を
危

険
に
さ
ら
し
た
今
回
の
事

故
、
そ
し
て
東
電
・
政
府
の

対
応
は
、
国
民
に
対
し
て
、

平
和
的
に
生
き
る
権
利
、
憲

法
前
文
で
保
障
さ
れ
て
い
る

「
平
和
的
生
存
権
」
を
な
い

が
し
ろ
に
し
て
い
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。　
　
　

　

日
本
に
は
ま
だ
多
く
の
原

発
が
あ
り
、
残
り
の
原
発
施

設
で
も
安
全
管
理
は
で
き
て

い
な
い
と
思
う
。
私
た
ち
の

ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
か
ら
25

年
が
経
っ
て
い
る
が
、
い
ま

だ
に
事
故
現
場
、
周
辺
地
域

の
復
興
が
行
わ
れ
て
い
な

い
。
福
島
原
発
周
辺
に
つ
い

て
の
政
府
の
対
策
は
、
福
島

原
発
の
半
径
３
㎞
圏
内
を
居

住
禁
止
に
し
、
そ
れ
を
最
低

10
年
間
続
け
る
と
し
て
い

明
だ
。
①
福
島
原
発
施
設
内

の
放
射
性
物
質
の
量
②
原
子

炉
か
ら
放
出
さ
れ
た
放
射
線

核
種
と
量
③
土
地
、
水
の
汚

染
状
況
④
生
態
系
の
汚
染
状

態
⑤
人
体
の
被
曝
状
況
と
今

後
の
被
曝
予
想
―
に
つ
い
て

だ
。
そ
し
て
、
国
と
東
電
の

責
任
で
早
急
に
除
染
す
る
こ

　

ま
ず
考
え
る
の
は
、
本
当

に
原
発
は
必
要
な
の
か
？
と

い
う
こ
と
だ
。こ
れ
ま
で
、ア

メ
リ
カ
の
原
発
メ
ー
カ
ー
か

ら
原
発
を
買
い
、
ウ
ラ
ン
を

購
入
し
て（
さ
せ
ら
れ
て
）き

た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
言
い
な

り
に
原
発
を
使
い
続
け
る
こ

と
が
私
た
ち
に
と
っ
て
本
当

に
良
い
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

震
災
後
、
東
電
、
政
府
の

原
発
事
故
に
対
す
る
説
明
は

一
日
一
日
で
変
わ
っ
て
き
て

い
た
。
こ
れ
は
国
民
を
だ
ま

し
て
い
る
に
等
し
い
。
今
、

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
、
汚
染
の
総
量
と
範
囲

を
正
確
に
明
ら
か
に
す
る
こ

と
や
事
故
原
因
の
検
証
と
究

　

深
刻
な
放
射
能
汚
染
事
故
を
起
こ
し
た
福
島
第
一
原
発
事
故
。
事
故
の
収
束
、

原
因
究
明
は
途
上
に
あ
る
。
そ
ん
な
中
、
野
田
首
相
は
「
来
年
夏
ま
で
に
再
稼

動
」
を
表
明
し
た
。
脱
原
発
で
の
「
お
お
さ
か
医
科
・
歯
科
九
条
の
会
」
会
員
投

稿
を
紹
介
す
る
。

と
だ
。

　

ま
た
、
放
射
能
の
被
害
が

現
れ
る
の
は
十
何
年
後
、
何

十
年
後
と
も
聞
く
。
チ
ェ
ル

あ
る
。

　

八
歳
に
な
り
、

昔
程
、
走
り
回
ら

な
く
な
っ
た
が
、

今
で
も
、
夜
は
ひ

と
り
で
寝
る
の
が

イ
ヤ
。
留
守
番
が

大
嫌
い
な
愛
犬
で

あ
る
。
今
で
は
、

体
重
も
２
㌔
弱
に

な
り
、
手
の
ひ
ら

サ
イ
ズ
と
は
い
か

な
く
な
っ
た
が
、

私
が
こ
の
原
稿
を

て
く
れ
る
大
事
な
宝
物
で
あ

る
。

　

ち
ょ
う
ど
結
婚
し
て
三
年

目
の
夏
の
暑
い
日
、
奈
良
に

あ
る
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
所
へ
愛

犬
を
迎
え
に
行
っ
た
。
生
後

二
カ
月
、
大
き
さ
で
い
う
と

手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
、
体
重
は

７
０
０
㌘
で
あ
っ
た
。
迎
え

に
行
く
前
に
買
っ
た
ペ
ッ
ト

キ
ャ
リ
ー
と
お
も
ち
ゃ
を
持

っ
て
、
い
ざ
会
い
に
行
く

と
、
親
、
姉
妹
と
離
れ
る
の

が
イ
ヤ
な
の
か
、
私
が
恐
か

っ
た
の
か
、
随
分
と
震
え
て

い
た
。
家
に
帰
っ
て
、
リ
ビ

ン
グ
に
放
し
て
や
る
と
、
暫

く
し
て
、
安
心
し
た
の
か
、

与
え
て
や
っ
た
オ
モ
チ
ャ
を

噛
ん
で
喜
ん
で
走
り
回
っ
て

「
平
和
的
生
存
権
」な
い
が
し
ろ

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
考
え
る
と
き

お
お
さ
か
医
科
・
歯
科
九
条
の
会
会
員（
城
東
区
）

「おおさか医科・歯科九条の会」秋の平和講演会

2020年までに核兵器廃絶を！
平和市長会議と市民の役割

日　　時　11月23日（水・祝）午後２時～４時
会　　場　Ｍ＆Ｄホール
講　　演　前広島市長・広島大学学長室特任教授
　　　　　秋葉忠利氏
主　　催　おおさか医科・歯科九条の会
申し込み　協会事務局 06－6568－7731

日
時　

11
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

高
柴
正
悟
氏
（
岡
山
大
学
大
学
院
教
授
）

会
費　

会
員
無
料

医
科
・
歯
科
連
携
―「
糖
尿
病
と
歯
周
病
」共
同
研
究
の
進
め
方（
仮
題
）


